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国民医療懇談会　議員一覧
平成26年4月15日現在 （別表）

左から今村聡副委員長、横倉義武委員長、安倍晋三内閣総理大臣、中川俊男副委員長、松原謙二副委員長
（総理大臣官邸にて　４月２日）

日
医
連
、 

 

「
国
民
医
療
を
守
る
議
員
の
会
（
自
民
党
議
員
連
盟
）」 

　
　
　
　
幹
部
と
の
意
見
交
換
会
の
定
例
開
催
を
確
認

横倉日医連委員長　安倍総理に面談

禁
」、「
病
床
規
制
の
特
例
に
よ
る
病

床
の
新
設
・
増
床
」「
保
険
外
併
用

療
養
の
拡
大
」「
医
学
部
新
設
に
関

す
る
検
討
」
に
つ
い
て
日
医
連
（
日

医
）
の
考
え
方
を
説
明
し
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

四
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
第
二
回

の
国
民
医
療
懇
談
会
で
は
、「
医
療

法
一
括
法
案
」
と
「
保
険
外
併
用
療

養
の
選
択
療
養
制
度
（
仮
称
）」
に

つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

今
後
は
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催

し
、
喫
緊
の
医
療
政
策
課
題
や
中
長

期
的
な
社
会
保
障
制
度
の
あ
り
方
等

山
積
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
活
発

な
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
終
了
し
た
。

四
月
二
日
、
横
倉
義
武
日
医
連
委

員
長
は
総
理
大
臣
官
邸
を
訪
れ
、
安

倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
と
面
談
し

た
。横

倉
委
員
長
は
安
倍
総
理
に
今
後

の
日
本
の
社
会
保
障
政
策
に
つ
い
て

意
見
進
言
し
た
。
そ
の
な
か
で
と
く

に
、
横
倉
委
員
長
か
ら
は
、『
二
〇

二
五
年
、
二
〇
五
〇
年
を
見
据
え
た

わ
が
国
の
社
会
保
障
』、『
選
択
療
養

制
度
の
創
設
に
対
す
る
懸
念
』、『
国

家
戦
略
特
区
に
お
け
る
医
学
部
新
設

の
問
題
点
』、『
不
正
論
文
の
指
導
等

を
行
う
機
関
の
設
置
』
等
を
説
明
。

「
医
療
分
野
で
の
過
度
の
規
制
緩
和

は
、
さ
ら
な
る
医
療
崩
壊
に
つ
な
が

る
こ
と
に
な
る
」
と
総
理
の
理
解
を

求
め
た
。

こ
の
面
談
に
は
、
中
川
俊
男
日
医

連
副
委
員
長
、今
村
聡
同
副
委
員
長
、

松
原
謙
二
同
副
委
員
長
も
同
席
し

た
。

衆議院議員　（五十音順　敬称略）

氏　名 役　職 選挙区

加
か と う

藤　勝
かつのぶ

信
内閣官房副長官
国民医療を守る議員の会　事務局長

岡山5区
（当4回）

上
かみかわ

川　陽
よ う こ

子
総務副大臣
国民医療を守る議員の会　会長代理

静岡1区
（当4回）

鴨
かもした

下　一
いちろう

郎
自民党税制調査会副会長
国民医療を守る議員の会　会長代行

東京13区
（当7回）

高
こうむら

村 　正
まさひこ

彦
自民党副総裁
国民医療を守る議員の会　会長

山口1区
（当11回）

菅
すがわら

原　一
いっしゅう

秀
自民党財務金融部会長
国民医療を守る議員の会　幹事長代行

東京9区
（当4回）

山
やました

下　貴
た か し

司
厚生労働委員会委員
国民医療を守る議員の会　事務局次長

岡山2区
（当1回）

参議院議員　（五十音順　敬称略）

氏　名 役　職 選挙区

武
た け み

見　敬
けいぞう

三
厚生労働委員会委員
国民医療を守る議員の会　幹事長

東京
（当4回）

羽
は に ゅ う だ

生田　俊
たかし 厚生労働委員会委員

国民医療を守る議員の会　幹事
比例代表

（当1回）

福
ふくおか

岡　資
たかまろ

麿
内閣府兼復興大臣政務官
国民医療を守る議員の会　事務局次長

佐賀
（当1回・衆1回）

三
月
十
八
日
、
第
一
回
「
国
民
医

療
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
懇
談
会
は
昨
年
十
一
月
に
発

足
し
た
「
国
民
医
療
を
守
る
議
員
の

会
」（
会
長
＝
高
村
正
彦
自
民
党
副

総
裁
）
の
幹
部
と
日
医
連
役
員
と
の

意
見
交
換
会
と
し
て
発
足
し
た
も
の

で
あ
る
（
参
加
議
員
は
別
表
参
照
）。

第
一
回
の
意
見
交
換
で
は
、
国
家

戦
略
特
区
に
お
け
る
医
療
分
野
で
の

主
な
論
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
「
国

際
医
療
拠
点
に
お
け
る
外
国
人
医
師

の
診
察
・
外
国
人
看
護
師
の
業
務
解

国民医療懇談会（3月18日）

「
国
民
医
療
懇
談
会
」
を
開
催
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北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
日
医
連
医
政
活

動
研
究
会
が
三
月
二
十
二
日
、
札
幌

市
内
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
約

三
月
八
日
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
・
平

成
二
十
五
年
度
・
第
二
回
日
医
連
医

政
活
動
研
究
会
が
秋
田
市
内
に
て
開

催
さ
れ
た
。
秋
田
県
医
師
連
盟
が
主

体
と
な
り
他
五
県
の
協
力
の
も
と
、

各
県
の
研
究
会
メ
ン
バ
ー
と
地
区
医

師
連
盟
役
員
等
が
多
数
参
加
し
た
。

当
日
は
、
伊
藤
伸
一
秋
田
県
医
師

連
盟
執
行
委
員
と
曽
根
純
之
秋
田
県

医
師
連
盟
執
行
委
員
が
司
会
を
務

め
、
当
番
県
で
あ
る
小
山
田
雍
秋
田

「
日
医
連
医
政
活
動
研
究
会
（
東

京
ブ
ロ
ッ
ク
）」
が
三
月
二
十
日
、

東
京
都
医
師
会
館
で
百
五
十
名
ほ
ど

が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。

司
会
進
行
は
、
橋
本
雄
幸
東
京
都

医
師
政
治
連
盟
役
員
が
行
い
、ま
ず
、

横
倉
義
武
日
医
連
委
員
長
が
挨
拶
に

立
ち
「
昨
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
で

は
全
国
比
例
区
で
羽
生
田
俊
議
員
、

東
京
選
挙
区
で
は
武
見
敬
三
議
員
に

多
大
の
ご
支
援
を
賜
り
、
当
選
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
本
年
四
月
か
ら
の
診

療
報
酬
改
定
で
は
、
当
初
か
ら
財
政

当
局
、
官
邸
筋
で
は
、
国
民
に
さ
ら

な
る
負
担
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
の
理
由
で
、
マ
イ
ナ
ス
五
％
の

大
幅
な
引
き
下
げ
の
方
針
を
崩
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
を
、
先
生
方
の

強
い
支
援
お
よ
び
ご
努
力
に
よ
り
改

定
率
を
全
体
と
し
て
プ
ラ
ス
〇
・

一
％
ま
で
引
き
戻
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
国
民
皆
保
険

の
堅
持
あ
る
い
は
診
療
報
酬
の

県
医
師
連
盟
委
員
長
、
横

倉
義
武
日
医
連
委
員
長
、

嘉
数
研
二
東
北
医
師
会
連

合
会
長
の
三
名
か
ら
挨
拶

が
行
わ
れ
た
。

小
山
田
秋
田
県
医
師
連

盟
委
員
長
か
ら
は
次
の
よ

う
に
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
地
域
医
療
に
お
け
る

諸
問
題
が
山
積
し
て
い

る
。
国
政
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、県
政
に
お
い
て
も
、

県
議
会
と
の
折
衝
等
が
重

要
で
あ
る
。
本
日
は
、
各

県
の
医
政
活
動
を
参
考

に
、
忌
憚
の
な
い
意
見
を

交
わ
し
て
い
た
だ
き
た
い

（
要
旨
）」。

ま
た
、
横
倉
日
医
連
委
員
長
か
ら

は
、「
昨
年
の
参
議
院
選
挙
で
は
羽

生
田
俊
先
生
を
高
位
で
当
選
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
選

挙
を
通
じ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
医
師
会

の
考
え
る
医
療
政
策
が
国
民
に
浸
透

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
国
会
議
員
の

先
生
方
に
も
充
分
に
理
解
さ
れ
て
い

る
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

我
々
の
主
張
す
る
国
民
の
健
康
を

百
四
十
名
の
参
加
者
が
あ

り
、
札
幌
会
場
の
ほ
か
、

函
館
と
北
見
に
お
い
て
テ

レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使

用
し
て
中
継
が
行
わ
れ
遠

隔
地
の
会
員
に
便
宜
が
は

か
ら
れ
た
。

司
会
は
井
門
明
日
医
連

医
政
活
動
研
究
会
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
長
と
平
山

繁
樹
同
副
幹
事
長
が
務

め
、
横
倉
義
武
日
医
連
委

員
長
、
羽
生
田
俊
参
議
院

議
員
の
ほ
か
、
医
師
で
あ

る
勝
沼
栄
明
衆
議
院
議
員

（
比
例
北
海
道
ブ
ロ
ッ

ク
・
自
民
党
）
も
出
席
し
た
。

冒
頭
、
長
瀬
清
北
海
道
医
師
連
盟

委
員
長
は
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

「
医
療
に
つ
い
て
は
多
く
の
課
題

が
あ
り
、
と
く
に
医
療
機
関
の
控
除

対
象
外
消
費
税
問
題
、
有
床
診
療
所

の
活
性
化
な
ど
喫
緊
の
課
題
も
多

い
。
本
日
は
横
倉
日
医
連
委
員
長
と

羽
生
田
参
議
院
議
員
か
ら
講
演
を
い

た
だ
く
。
そ
の
の
ち
の
意
見
交
換
で

は
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

た
だ
き
、
本
研
究
会
が
先
生
方
に
と

り
実
り
多
い
会
と
な
る
よ
う
お
願
い

し
た
い
（
要
旨
）」。

ま
た
、
横
倉
委
員
長
か
ら
は
、「
本

研
究
会
は
三
年
前
に
、
政
治
的
な
活

動
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
足
し

た
研
究
会
で
あ
る
。
高
齢
社
会
を
迎

え
、
こ
れ
か
ら
先
、
子
や
孫
の
時
代

の
社
会
保
障
を
ど
う
す
る
べ
き
か
、

そ
の
方
向
性
を
示
し
て
い
く
こ
と

は
、
我
々
医
師
連
盟
（
医
師
会
）
に

課
せ
ら
れ
た
大
き
な
課
題
だ
と
考
え

て
い
る（
要
旨
）」と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
の
ち
、
講
演
の
部
に
移
り
、

横
倉
日
医
連
委
員
長
が
、「
医
政
活

動
の
意
義
」
と
題
し
て
、
昨
年
末
の

診
療
報
酬
改
定
に
お
け
る
、
日
医
連

の
陳
情
活
動
の
状
況
を
中
心
に
、
医

政
活
動
の
実
際
に
つ
い
て
講
演
を
行

っ
た
。

三
月
二
十
二
日

 

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク（当

番
県
　
北
海
道
医
師
連
盟
）

三
月
八
日

 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク（

当
番
県
　
秋
田
県
医
師
連
盟
）

三
月
二
十
日

 

東
京
ブ
ロ
ッ
ク

（
当
番
県
　
東
京
都
医
師
政
治
連
盟
）

引
き
続
き
羽
生
田
参
議
院
議
員
か

ら
「
今
後
の
医
療
政
策
（
医
業
税
制

と
医
政
活
動
）」
と
題
し
て
、
医
療

に
関
係
す
る
税
制
、
と
く
に
医
療
機

関
に
お
け
る
控
除
対
象
外
消
費
税
問

題
の
解
決
策
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙

げ
な
が
ら
説
明
が
行
わ
れ
た
。

意
見
交
換
で
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
」、

「
国
の
財
政
と
医
療
費
に
つ
い
て
」、

「
消
費
税
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
時
に
お

け
る
控
除
対
象
外
消
費
税
問
題
の
解

決
に
つ
い
て
」、「
日
医
連
組
織
に
つ

い
て
」
等
フ
ロ
ア
ー
か
ら
質
問
が
出

さ
れ
、
パ
ネ
ラ
ー
と
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

そ
の
の
ち
の
懇
親
会
で
は
、
横
倉

日
医
連
委
員
長
、
羽
生
田
参
議
院
議

員
ら
と
参
加
者
と
の
間
で
、
引
き
続

き
熱
の
こ
も
っ
た
議
論
が
行
わ
れ
、

研
究
会
は
閉
会
と
な
っ
た
。

守
る
と
い
う
こ
と
を
、
国
会
議
員
、

首
長
や
地
方
議
員
の
先
生
方
に
さ
ら

な
る
理
解
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
（
要
旨
）」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
の
ち
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
六
県

か
ら
、
医
政
活
動
お
よ
び
昨
年
の
参

議
院
選
挙
等
に
つ
い
て
活
動
報
告
が

さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。各

県
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、「
地
元

国
会
議
員
や
県
議
会
議
員
等
と
懇
談

会
等
を
開
催
し
、
国
民
皆
保
険
制
度

の
堅
持
、
医
学
部
新
設
反
対
、
消
費

税
増
税
対
策
等
の
議
論
展
開
」「
衆

参
議
員
選
挙
に
お
け
る
推
薦
決
定
や

選
挙
応
援
等
」「
国
会
議
員
や
地
方

議
員
等
と
の
信
頼
関
係
構
築
」
等
の

報
告
が
さ
れ
た
。
意
見
交
換
の
場
で

は
、「
今
後
の
医
政
活
動
の
あ
り
方
」

「
選
挙
の
具
体
的
な
方
法
」
に
つ
い

て
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

特
別
講
演
の
部
に
移
り
、
横
倉
日

医
連
委
員
長
が
、「
医
政
活
動
の
意

義
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。
内

容
に
つ
い
て
は
、「
政
策
提
言
と
そ

の
過
程
」「
政
策
決
定
へ
の
医
師
連

盟
の
関
わ
り
方
」「
診
療
報
酬
改
定

に
お
け
る
対
応
」
等
の
政
治
家
へ
の

具
体
的
な
陳
情
活
動
を
説
明
し
、
政

治
活
動
の
重
要
性
を
述
べ
た
。

研
究
会
閉
会
後
の
懇
親
会
で
は
、

次
期
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
で
あ
る
髙
谷
雄

三
福
島
県
医
師
連
盟
委
員
長
の
乾
杯

に
よ
り
懇
親
会
が
始
ま
っ
た
が
、
予

定
時
間
を
大
幅
に
超
過
す
る
ほ
ど
の

熱
の
入
っ
た
懇
親
会
と
な
っ
た
。

「日医連医政活動研究会」（北海道ブロック）

質問する参加者

「日医連医政活動研究会」（東北ブロック）

「日医連医政活動研究会」（東北ブロック）

第2回
「日医連医政活動研究会」
　　　　　ブロック別研究会

平成25年度

　2月25日号で平成25年度のブロック別研究会の模様をお伝
えしましたが、今号では、引き続き北海道、東北、東京、関
東甲信越、中部の各ブロック研究会についてお伝えします。
　ブロック別に開催された研究会には、全国で合わせて約
1,100名の若手医師連盟会員が参加した。研究会では、日医
連役員から、医政活動の重要性や日常の政治活動（陳情活
動）、今後の医療政策の課題などについて解説があり、多く
の若手医師連盟会員が医政活動への取り組みを、再認識す
るきっかけとなる有意義な研究会となった。

←
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関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
第
二
回

「
日
医
連
医
政
活
動
研
究
会
」
が
、

三
月
二
十
三
日
、
岐
阜
市
内
の
ホ

テ
ル
で
、
平
成
二
十
五
年
度
・
第
二

回
「
日
医
連
医
政
活
動
研
究
会
（
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
）」
が
開
催
さ
れ
、
会

場
に
は
百
名
を
超
え
る

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員

が
参
集
し
た
。
研
究
会

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
当
番
県

の
岐
阜
県
医
師
連
盟
藤

城
敏
高
幹
事
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
ま
ず
福
井

県
医
師
連
盟
の
大
中
正

光
委
員
長
（
当
日
公
務

の
た
め
欠
席
で
あ
っ
た

岐
阜
県
医
師
連
盟
小
林
博
委

員
長
の
代
理
）
よ
り
、「
地

域
医
療
再
興
に
向
け
て
、
こ

の
研
究
会
を
ま
す
ま
す
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
り
、
国
会
議
員
へ
の
陳

情
活
動
を
も
っ
と
活
発
に
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
旨
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

引
き
続
い
て
、
講
演
の
部

に
移
り
、
今
村
聡
日
医
連
副

委
員
長
が
「
医
療
に
関
す
る

税
制
と
医
政
活
動
」
と
題
し

て
講
演
を
行
い
、
ま
た
渡
辺

猛
之
参
議
院
議
員
（
岐
阜
県

選
挙
区
・
自
民
党
）
と
西
田

昌
司
参
議
院
議
員
（
京
都
府
選
挙

区
・
自
民
党
）
か
ら
「
最
近
の
政
治

情
勢
」
の
報
告
が
あ
っ
た
。
今
村
副

委
員
長
は
講
演
の
な
か
で
、「
ま
ず

三
月
九
日
、
東
京
都
内

の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。
関
東
甲
信

越
八
県
か
ら
研
究
会
メ

ン
バ
ー
と
各
県
医
師
連

盟
役
員
・
若
手
医
師
連

盟
会
員
等
多
数
が
参
加

し
た
。

栃
木
県
の
福
田
晴
美

第
二
回
日
医
連
医
政
活

動
研
究
会
副
幹
事
の
司

会
の
も
と
、
今
村
聡
日

医
連
副
委
員
長
、
太
田

照
男
栃
木
県
医
師
連
盟

委
員
長
が
次
の
よ
う
に

挨
拶
を
行
っ
た
。

今
村
日
医
連
副
委
員
長
は
、「
昨

年
の
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
、
羽
生

田
俊
先
生
が
約
二
十
五
万
の
得
票
で

高
位
当
選
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
医
連

と
し
て
は
、
常
に
三
十
万
票
が
獲
得

で
き
る
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
国
民
あ
る
い
は
団

体
組
織
の
政
治
離
れ
は
顕
著
で
あ

改
定
で
は
、
政
治
の
力
が
大
き

く
作
用
し
必
要
で
あ
り
、
先
生
方
の

援
護
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。
本
日
ご
出

席
の
先
生
方
に
よ
り
、

東
京
都
の
会
員
を
一
つ

に
ま
と
め
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
」
と
述
べ
た
。

引
き
続
き
、
尾
㟢
治

夫
東
京
都
医
師
政
治
連

盟
副
委
員
長
が
挨
拶
し

「
い
よ
い
よ
医
療
介
護

の
一
体
改
革
が
二
〇
二

五
年
を
目
指
し
、
地
域

の
包
括
ケ
ア
を
固
め
て

い
く
こ
と
と
な
る
。
そ

れ
に
は
都
道
府
県
医
師

会
の
責
任
と
力
が
必
要

で
あ
り
、
都
議
会
議
員

の
先
生
方
と
勉
強
会
を
も
ち
な
が

ら
、
都
の
地
域
医
療
計
画
を
構
築
し

て
い
き
た
い
。
こ
れ
に
は
、
地
域
医

師
会
、
市
区
町
村
、
地
方
議
会
議
員

の
先
生
と
協
力
す
る
こ
と
が
重
要
」

と
語
っ
た
。

そ
し
て
、
医
師
で
あ
る
和
泉
武
彦

東
京
都
議
会
議
員
が
「
高
齢
化
社
会

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
医
療
介
護

の
連
携
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
を

行
い
、
都
議
会
の
取
り
組
み
や
役
割

を
説
明
し
、
最
後
に
質
疑
応
答
も
熱

心
に
交
わ
さ
れ
終
了
し
た
。

こ
の
の
ち
会
場
を
変
え
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
今
村
聡
日
医
連
副
委
員
長

が
「
各
地
域
の
医
師
会
と
都
議
会
議

員
、
市
区
町
村
議
会
議
員
と
の
日
頃

の
密
な
交
流
が
大
切
」
と
訴
え
、
出

席
し
た
羽
生
田
参
議
院
議
員
も
「
国

会
の
委
員
会
で
医
療
問
題
に
対
し
積

極
的
に
発
言
し
て
い
る
」
と
近
況
を

述
べ
た
。

三
月
九
日

 

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

（
当
番
県
　
栃
木
県
医
師
連
盟
）

三
月
二
十
三
日

 

中
部
ブ
ロ
ッ
ク（

当
番
県
　
岐
阜
県
医
師
連
盟
）

政
策
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
①

根
拠
に
基
づ
く
政
策
提
言
と
②
強
力

な
政
治
活
動
が
要
諦
で
あ
り
、
消
費

税
八
％
ア
ッ
プ
時
へ
の
い
わ
ゆ
る

『
控
除
対
象
外
消
費
税
問
題
』
に
関

し
て
は
、
従
来
ど
お
り
非
課
税
の
ま

ま
の
対
応
と
な
っ
た
が
、
数
多
く
の

デ
ー
タ
の
整
備
を
は
か
り
、
診
療
報

酬
本
体
の
改
定
率
の
計
算
式
に
お
い

て
は
、
従
来
財
務
省
筋
が
適
用
に
こ

だ
わ
っ
て
い
た
『
消
費
者
物
価
へ
の

影
響
』
を
用
い
る
べ
き
で
は
な
く
、

『
消
費
税
率
』
を
用
い
る
べ
き
で
あ

る
と
主
張
し
、
ほ
ぼ
満
足
の
行
く

一
・
三
六
％
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で

き
た
。今
後
、二
〇
一
五
年
十
月（
予

定
）
の
一
〇
％
ア
ッ
プ
時
に
お
け
る

税
制
に
よ
る
抜
本
解
決
に
向
け
、『
患

者
負
担
・
国
民
負
担
・
保
険
者
負
担

を
増
や
す
こ
と
な
く
、
仕
入
れ
税
額

控
除
が
可
能
と
な
る
ゼ
ロ
税
率
・
軽

減
税
率
な
ど
の
税
制
に
よ
る
抜
本
解

決
』
を
強
く
要
望
し
て
い
く
」
と
決

意
表
明
が
な
さ
れ
た
。

併
せ
て
、
小
森
貴
日
医
連
常
任
執

行
委
員
か
ら
も
「
医
政
活
動
の
現
状

と
課
題
」
に
つ
き
報
告
が
あ
っ
た
。

講
演
会
終
了
後
、
引
き
続
き
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
在
井
み
ど
り
岐

阜
県
医
師
連
盟
副
幹
事
長
の
司
会
で

進
め
ら
れ
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

羽
生
田
俊
参
議
院
議
員
の
挨
拶
の
の

ち
、
参
加
者
全
員
和
気
藹
々
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

「日医連医政活動研究会」（東京ブロック）「日医連医政活動研究会」（関東甲信越ブロック）

「日医連医政活動研究会」（中部ブロック）

講演する西田昌司自民党参議院議員

り
、
日
医
連
に
お
い
て
も
同
様
の
傾

向
が
あ
り
、
日
医
連
の
組
織
強
化
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
医
連
活
動
の
な
か
で
も
、
選
挙

活
動
等
の
協
力
は
、
国
会
議
員
や
地

方
議
員
等
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に

つ
な
が
り
、
医
療
政
策
実
現
へ
の
重

要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
末

の
診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
財
務

省
の
大
幅
マ
イ
ナ
ス
改
定
方
針
を
阻

止
で
き
た
の
は
、
日
医
連
お
よ
び
都

道
府
県
医
師
連
盟
・
郡
市
区
医
師
連

盟
の
地
道
な
活
動
の
積
み
重
ね
が
あ

っ
て
の
こ
と
と
改
め
て
感
じ
て
い

る
。ど

の
よ
う
に
し
て
医
政
活
動
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ

と
を
、
本
研
究
会
を
通
じ
て
話
し
合

っ
て
い
た
だ
き
た
い
（
要
旨
）」
と

挨
拶
し
た
。

太
田
栃
木
県
医
師
連
盟
委
員
長

は
、「
日
本
の
素
晴
ら
し
い
国
民
皆

保
険
制
度
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は

我
々
の
責
務
で
あ
る
。
医
療
政
策
を

政
治
の
世
界
で
実
現
す
る
た
め
、
医

政
活
動
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
改

め
て
感
じ
る
。
本
研
究
会
で
は
医
政

活
動
の
重
要
性
を
再
確
認
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
そ
の
の
ち
、
参
加

者
の
皆
さ
ま
か
ら
た
く
さ
ん
の

意
見
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い

（
要
旨
）」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
長
島
徹
第
二
回
日

医
連
医
政
活
動
研
究
会
主
幹
事

が
座
長
と
な
り
、
梅
村
聡
日
医

総
研
客
員
研
究
員
（
前
参
議
院

議
員
）
が
「
医
療
を
巡
る
国
政

で
の
課
題
～
医
療
界
と
政
界
の

思
考
の
相
違
～
」
と
題
す
る
講

演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
で
は
、
社
会
保
障
問
題

に
関
連
し
て
、
国
会
で
質
問
し

た
時
の
映
像
を
も
と
に
、
説
明

が
行
わ
れ
た
。

控
除
対
象
外
消
費
税
問
題
に
つ
い

て
は
、
消
費
税
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
時

の
抜
本
的
解
決
に
向
け
て
、
課
税
の

あ
り
方
そ
の
も
の
を
検
討
す
る
べ
き

と
語
っ
た
。

ま
た
、
患
者
紹
介
ビ
ジ
ネ
ス
を
巡

る
問
題
と
し
て
、
サ
コ
ー
ジ
ュ
（
サ

ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
）
や

有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
で
、
医
療
機
関

に
患
者
を
紹
介
す
る
代
わ
り
に
診
療

報
酬
の
二
割
程
度
を
支
払
う
紹
介
ビ

ジ
ネ
ス
が
都
市
部
中
心
で
広
が
っ
て

き
て
い
る
と
述
べ
、
金
銭
の
授
受
に

よ
る
患
者
斡
旋
は
禁
止
す
る
べ
き
と

訴
え
た
。
こ
の
ほ
か
、「
医
師
法
二

十
条
の
誤
解
」
と
「
終
末
期
医
療
を

巡
る
問
題
」
が
話
さ
れ
、
参
加
者
に

と
っ
て
は
非
常
に
有
意
義
な
講
演
と

な
っ
た
。

研
究
会
終
了
後
、
会
場
を
移
し
て

出
席
者
全
員
が
参
加
し
て
の
懇
親
会

が
開
か
れ
、
和
気
藹
々
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
た
。

講演する梅村聡日医総研客員研究員

→
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第
八
回

  
「
医
療
政
策
研
究
会
」開
催

医
療
に
関
わ
る 

 

規
制
改
革
の
問
題
点
を
議
論

四
月
八
日
、
日
本
医
師
連
盟
と
自

民
党
の
中
堅
・
若
手
議
員
と
の
医
療

政
策
に
関
す
る
勉
強
会
、第
八
回「
医

療
政
策
研
究
会
」（
会
長
＝
武
見
敬

三
参
議
院
議
員
）
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
代
理
を
含
む
四
十
九
名
の
国

会
議
員
が
出
席
し
、
日
医
連
か
ら
も

役
員
十
二
名
が
出
席
し
た
。
冒
頭
、

武
見
会
長
か
ら
次
の
よ
う
な
挨
拶
が

あ
っ
た
。

「
医
療
に
関
連
す
る
規
制
緩
和
に

つ
い
て
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
。
国

民
の
命
を
守
る
医
療
に
つ
い
て
は
、

第
一
に
安
全
性
が
基
本
で
あ
る
。
本

日
は
日
本
医
師
連
盟

（
医
師
会
）
か
ら
医
療

に
関
す
る
規
制
緩
和
の

影
響
や
懸
念
に
つ
い
て

ご
説
明
を
い
た
だ
く

（
要
旨
）」

続
い
て
横
倉
義
武
日

医
連
委
員
長
が
次
の
よ

う
に
挨
拶
し
た
。

「
医
療
に
関
す
る
規

制
の
多
く
は
国
民
の
生

命
を
守
る
規
制
で
あ

る
。
私
ど
も
と
し
て
は

変
え
て
い
た
だ
き
た
い

規
制
と
、
守
る
べ
き
規

制
と
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。
規
制
改
革
会
議

で
検
討
さ
れ
て
い
る
内

容
は
、
変
え
て
は
な
ら

な
い
規
制
を
変
え
よ
う

と
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
を
受
け

る
。
ま
た
、
医
療
法
人
の
あ
り
方
そ

の
も
の
つ
い
て
も
、
大
き
な
転
換
を

求
め
る
よ
う
な
話
も
出
て
き
て
い

る
。
医
療
に
関
す
る
規
制
緩
和
の
問

題
点
に
つ
い
て
、
先
生
方
に
是
非
と

も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
（
要

旨
）」引き

続
い
て
、
今
村
聡
副
委
員
長

か
ら
「
規
制
改
革
会
議
に
お
け
る
保

険
外
併
用
療
養
の
拡
大
に
つ
い
て
」、

今
村
定
臣
常
任
執
行
委
員
か
ら
「
い

わ
ゆ
る
『
非
営
利
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

カ
ン
パ
ニ
ー
型
法
人
制
度
』
構
想
」

に
つ
い
て
規
制
改
革
会
議
に
お
け
る

議
論
内
容
と
問
題
点
の
指
摘
が
あ
っ

た
。

医療政策研究会で挨拶する横倉義武委員長（４月８日）
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